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Figs 1-3. Pycnarmon pantherata (Butler) クロオビノメイガ . 1. dorsal view of last instar larva 2. lateral view of last instar 
larva. 3. puparium and female adult. Figs 4-6. Lymantria minomonis minomonis Matsumura ミノオマイマイ . 4. dorsal view of 
last instar larva. 5. lateral view of last instar larva. 6. puparium and female adult. Figs 7-8. Dryobotodes intermissa (Butler)  ナ
カオビキリガ . 7. dorsal view of last instar larva. 8. lateral view of last instar larva. 
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生態・既記録 .　すでに当地のアラカシで発表済みで
ある (船越，2004，2009)．

Nycteola costalis Sugi  マエシロモンキノカワガ  
 採集・飼育経過 .　幼虫2, 2012. V. 9. 同年5月13日繭

形成2，5月23日羽化 (♂ )，5月25日羽化 (1♂ )．
 生態・既記録 .　すでに当地のアラカシで発表済みで

ある (船越，2008d，2012)．

Dryobotodes intermissa (Butler)　
ナカオビキリガ (Figs 7-9)　
採集・飼育経過 .  幼虫3, 2008. IV. 13．同年4月30日

繭形成，5月6日蛹化2，5月6日繭形成，8日蛹化，羽
化せず； 幼虫1，2008. V. 17．同年5月29日蛹化，羽化
せず； 幼虫1，2009. IV. 18．同年4月27日繭形成，4月
30日蛹化，羽化せず；幼虫1，2011. V. 2．同年5月2日死；
幼虫1，2013. IV. 27．同年5月8日蛹化 ,10月25日羽化 (1
♂ )．
生態・既記録 .　日本産Dryobotodes 3種の中で幼虫が

分かっているのは，D. pryeri プライヤオビキリガのみで
あった．プライヤオビキリガの食草は，ヒメヤシャブ
シ，コナラ (富樫，1984)，カシワ (小木，2002) などが
知られる．小木 (2002) の図版では，終齢幼虫は茶色で
背線と亜背線は白で各節間の亜背線上の茶が濃くなって
いた．これに対し，ナカオビキリガ幼虫は全体が灰色が
がった黒で，背線と亜背線は白，各節間の亜背線上が黒
紋になっていた (Figs 7, 8)．これまで何頭かの幼虫を採
集していたが飼育を完結できずにいた．それらの記録も
示した．

Autoba tristalis (Leech)  ツマトビコヤガ　
採集・飼育経過 .　幼虫1，2008. XII. 13．翌年3月30

日死；幼虫1，2013. VI. 2．同年6月10日蛹化，6月20
日羽化 (1♀ )；幼虫2, 2014. I. 12．同年4月25日蛹化，5
月10日羽化 (1♀ ), 5月3日蛹化 ,5月17日羽化 (1♀ ). 
生態・既記録 .　ツブラジイの枯葉から得られた (船

越，2014)，以前にアラカシからも得たが羽化にまでい
たらず，今回，羽化させることができた．

Arasada ornata (Wileman)  ヤマトコヤガ　
採集・飼育経過 .  幼虫1，2013. XI. 2．翌年4月1日蛹

化，4月28日羽化 (1♀ )．
生態・既記録 .　ツブラジイの枯れ葉から記録した (船

越，2014)． 

Oruza yoshinoensis (Wileman)　 
ヨシノツマキリ (クルマ ) コヤガ　　　
採集・飼育経過 .　幼虫1，2013. XI. 2．同年11月6日

蛹化 ,羽化せず； 幼虫1，2014. III. 1．同年3下旬蛹化 ,4
月2日羽化 (1♀ )．
生態・既記録 .　ツブラジイの枯葉から報告した (船越 ,  

2012,2014)．アラカシからも見つけることができた．

Oruza glaucotorna Hampson  モンシロクルマコヤガ 
採集・飼育経過 .  幼虫1，2013. II. 10．同年4月5日蛹

化 ,4月27日羽化 (1♂ )，幼虫1，2013. VI. 23．同年7月
11日死 . 
生態・既記録 . ツブラジイの枯葉から報告した (船越，

2014)，アラカシの枯葉からも幼虫を得て羽化させた . 

Lophomilia takao Sugi  ニセミカドアツバ　
採集・飼育経過 .　幼虫1，2013. XI. 2．同年11月5日

蛹化，翌年3月18日羽化 (1♂ ). 
生態・既記録 .　すでにアラカシで発表済みである (船

越，2008c). 当地では蛹越冬である．

Tamba igniflua (Wileman & South)  カザリツマキリアツバ
採集・飼育経過 .　幼虫1，2014. V. 6. 同年5月上旬蛹

化，5月20日羽化 (1♂ ). 
生態・既記録 .　ツブラジイで発表済みである (船越，

2012). アラカシの記録があったが (山本，1978),当地の
アラカシから得ていなかった． 

Edessena gentiusalis Walker　マルシラホシアツバ　
採集・飼育経過 .　幼虫１，2013. VII. 5. 同年7月30

日蛹化，8月10日羽化 (1♀ )．
生態・既記録．ツブラジイの枯葉より幼虫を得た (船

Fig. 9. Dryobotodes intermissa (Butler) ナカオビキリガ , 
puparium and female adult.
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越，2014)．アラカシの枯葉からも幼虫を得た．
 

Hadennia nakatanii Owada　ヒメハナマガリアツバ　
採集・飼育経過 .　幼虫3，2013. II. 10．同年5月4日

蛹化，5月15日羽化 (1♀ )，5月20日蛹化，5月31日羽
化 (1♂ )，5月22日蛹化，6月1日羽化 (1♀ )；幼虫1，
2014. II. 16. 同年4月10日蛹化，4月29日羽化 (1♂ )；
幼虫6，2014. III. 23.　同年5月10日，11日蛹化5月23
日羽化 (2♀ )．
生態・既記録 .  すでに当地のアラカシから発表済であ

る (船越，2008c). 

Paracolax bilineata (Wileman)　ニセミスジアツバ　
採集・飼育経過 .　幼虫1；2013. VI. 23．同年7月10

日蛹化，7月20日羽化 (1♂ )，幼虫3；2013. VII. 5．同
年7月8日蛹化2，7月16日羽化 (1♀ )，7月20日羽化 (1
♀ )．
生態・既記録 .　ツブラジイの枯葉に多いが (船越，

2014)，アラカシからも得た．
 

Simplicia niphona (Butler)  オオアカマエアツバ　
採集・飼育経過 .　幼虫1；2013. VI. 23．同年7月19

日蛹化，7月31日羽化 (1♂ )，幼虫1；2013. VII. 5．同
年7月13日蛹化，7月21日羽化 (1♀ ). 
生態・既記録 .　すでに当地のアラカシで発表済みで

ある (船越 , 2008c)． 

引用文献
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254: 76-78. 
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船越進太郎，2014. ツブラジイから得た幼虫 (IV). ヤ
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寺本憲之，1996．天蚕 (ヤママユ ) 飼育樹，ブナ科植物
を寄主とする鱗翅目昆虫相に関する研究．滋賀県農業
試験場特別研究報告 19: 1-216.

富樫一次，1984．石川県産ガ類の食草3．蛾類通信 126: 
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山本光人・杉繁郎・大和田守．1987．ヤガ科．杉繁郎ほか，
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Summary  Up to now, moth larvae of a total of 130 
species feeding on Quercus glauca Thunb. have hithero 
been recorded in Tokai district, the central Japan.  In this 
paper, larvae of further ten species were recorded from 
Q. glauca. Among them, the early stage of Dryobotodes 

intermissa (Butler) was recorded for the first time; a larva 
of Pycnarmon pantherata (Butler) was firstly found from 
evergreen Fagaceae; larvae of Autoba tristalis (Leech), 
Arasada ornata (Wileman), Oruza yoshinoensis (Wileman), 
Oruza glaucotorna Hampson, Tamba igniflua (Wileman & 
South) and Paracolax bilineata (Wileman) fed dead leaves 
of Q. glauca. Larvae of Edessena gentiusalis Waker and 
Orthaga achatina achatina (Butler) were firstly recorded in 
Tokai district. Consequently, the total number of species 
feeding Q. glauca increased to 140. 
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トリアシショウマツヅリコガは奥 (2003) により和名
が付けられ仮にAcrolepiidaeアトヒゲコガ科に置かれた
種で，Astilbe thunbergii var. congestaトリアシショウマ (ユ
キノシタ科 ) を寄主植物とし，北日本の山地に広く多産
する (奥，2003) ．安田 (2013) も所属不明として仮にア
トヒゲコガ科に置き，標本写真を掲げた．本種は岐阜県
においてもライトトラップに飛来し採集されるので，図
鑑に公表されたのを機に，筆者による岐阜県と愛知県の
採集記録を報告する．豊田市での調査は豊田市による新
編豊田市史編纂のために行ったものである．以下のデー
タに関し採集者，標本保管者はすべて筆者，採集地の8
桁の数字列は環境庁3次メッシュである．

〈データ〉
①岐阜県山県市美山町神崎伊往戸 (いおど，標高約

400m，5336-4517) 2006年9月23日，1♀
②岐阜県加茂郡七宗町室兼 (むろかね，標高約250m，

5337-2180) 2007年9月20日，1♀；2004年7月1日，
2♀

③岐阜県本巣市根尾温見峠 (ぬくみとうげ，標高約
900m，5336-5422) 2006年9月30日，1♀

④岐阜県海津郡南濃町徳田谷 (とくだだに，標高約
60m，5236-6445) 2003年10月25日，1♂ (Fig.1) 

⑤岐阜県本巣市根尾下大須 (しもおおす，標高約500m，
5336-4534) 2001年9月29日，1♀

⑥岐阜県海津郡南濃町羽根谷 (はねだに，標高約120m，
5236-6447) 2013年7月25日，1♀ (Fig.2) 

⑦岐阜県高山市上宝町荒原十三墓湿原 (じゅうさんぼし
つげん，標高950m，5437-2199) 2010年8月6日，1
♀

⑧愛知県豊田市大多賀町池の平 (いけのだいら，820m，
5237-5386) 2009年9月2日，1♀

⑨愛知県豊田市羽布町根山 (ねやま，650m，5237-4342) 
2012年7月4日，1♀

トリアシショウマツヅリコガの岐阜・愛知の採集記録
宮　野　昭　彦 
509-0104 各務原市各務おがせ町 9丁目 96-2

Acrolepiidid moth (Gen. sp., Acrolepiidae) taken from Gifu and Aichi Prefectures
Akihiko Miyano
Japan Heterocerists’ J.  272: 573-574.  December 2014.

Figs 1-3. Acrolepiidid moths  (Gen. sp., Acrolepiidae). 
1.♂ , Tokuda-dani, Nannou-cho, Gifu Prefecture. 
2. ♀ , Hane-dani, Nannou-cho, Gifu Prefecture. 3. 
Male genitalia.
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この種の大きさを，奥 (2003) は開張14mm内外とし，
安田 (2013) は開張12mmとした．しかし，岐阜，愛知
県産12頭の開張の平均値は8.2mm，最大の個体でも
9.3mmで，10mmを超える個体はない．この有意な違い
は季節変異ではないと思われるが，地域変異であろう
か？　念のため♂♀の成虫 (Figs 1, 2) と♂交尾器 (Fig. 
3) の写真を添える．♂交尾器に関しては，ソキウスとグ
ナトスが発達しないのが本種の特徴である (奥，2003)．
上記のデータから，岐阜県周辺では標高120～ 950mの
山地において，7月から10月にかけて成虫が見られるこ
とがわかる．

引用文献
奥　俊夫，2003．岩手県の小蛾類．岩手蟲之會會報特別

号2: 1-157．
安田耕司，2013．アトヒゲコガ科．広渡俊哉・那須義
次・坂巻祥孝・岸田泰則 (編 )，日本産蛾類標準図鑑3: 
176-179．学研教育出版，東京．

Summary  An unidentified species tentatively placed in 
Acrolepiidae by Yasuda (2013, The Standard of Moths in 
Japan, 3) is recorded from Gifu and Aichi Prefectures. All 
specimens are much smaller (wing expanse: 8.2 mm in 
average) from those recorded in previous references (12-
14mm) (Oku, 2003, Trans. Iwate Entomol. Soc. (Suppl.) 2; 
Yasuda, 2013).

Scoparia yamanakai Inoueヤマナカヤマメイガ (ツトガ
科ヤマメイガ亜科 ) は青森，岩手，長野の各県に分布の
知られたヤマメイガである (佐々木，2013)．筆者は次
のように，岐阜県と山梨県において本種を採集したので
分布記録として報告する． 
〈データ〉

Scoparia yamanakai Inoue ヤマナカヤマメイガ

岐阜県高山市荘川町六廐 (むまい，900m，5437-0090) 
2010年6月29日，1♂ (Fig. 1)． 
山梨県甲州市大和町木賊 (とくさ，1,100m，5338-4604) 
2013年6月29日，1♀．

両産地とも自然度の高い落葉樹林で，採集個体は夜間
にライトの光に誘引されたものである．岐阜県について
は初記録と思われる．上記記録に関し，採集・標本保管
者は筆者で，産地名の後のカッコ内の数値は標高と環境
庁3次メッシュコードである．
なお，山梨県のものは蛾類学会主催の採集会「みくに

会」によるものである．当日，ライトトラップを設置さ
れ採集をさせていただいた参加者にお礼申し上げる．

引用文献
佐々木明夫，2013．ヤマメイガ亜科，ツトガ科．那須義
次・広渡俊哉・岸田泰則 (編 )，日本産蛾類標準図鑑4: 
374-400．学研教育出版，東京．

ヤマナカヤマメイガを岐阜県と山梨県で採集
宮　野　昭　彦
509-0104 岐阜県各務原市各務おがせ町 9丁目 96-2

Scoparia yamanakai Inoue taken from Gifu and Yamanashi Prefectures
Akihiko Miyano 
Japan Heterocerists’ J. 272: 574.  December 2014.

Fig. 1. Scoparia yamanakai Inoue, ♂ , Takayama, Gifu 
Prefecture.
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抄録／ New papers 
エリサンの正しい学名命名者
Peigler, R.S. & J.V. Calhoun, 2013. Correct authorship 
of the name Phalaena ricini and the nomenclatural status 
of the name Saturnia canningi (Lepidoptera: Saturniidae).  
Trop. Lepid. Res. 23: 39-43.

ヤママユガ科シンジュサン属Samiaの家畜種エリサン 
(別名ヒマサン ) は，野蚕産業や実験昆虫として世界的
に重要であるが，その学名命名者については以前から
多々混乱があり，Boisduval, Anderson, Jones, Donovan, 
Huttonらの名が挙げられてきた．最近の図鑑等では，命
名者不明 (Anonymous) として扱われている．

R.S. Peiglerらは，この問題を解決するために文献類
を精査して，命名者としてはSir William Jones が妥当で
あると結論づけた．W. Jonesは，James Anderson に宛て
た1791年5月17日付けの手紙の中で，“ベンガル北東部
産のはRicinus (ヒマ ) で飼えるので，Phalaena ricini と呼
ぶことにする”と述べており，それをAndersonが1791
年の印刷物の中で引用していることを指摘した．
エリサンは，絹糸を得る目的で家畜化された野蚕であ

るが，その祖先種は，Jonesの記述や成虫の外部形態な
どから，ベンガル北東部 (現在のバングラデシュ ) 産の
野生種S. canningi であると推察している．

したがって，国際動物命名規約 (ICZN) 第50条により，
エリサンの学名 (命名者名 ) は次のようになる．

Samia ricini (Jones, 1791) (Phalaena) 
〔Type Locality : NE of Bengal, India〕
その祖先種 (progenitor) は，
Samia canningi  (Hutton, 1859) (Saturnia)

ところで，両学名が同一種であるとなると，ICZN第
23条：先取権の原理によりS. canningi が新参シノニムの
扱いになってしまい，大きな混乱が生じかねない．これ
までの150年以上に渡る経緯を鑑みて，学名安定化を図
る配慮が必要になる．
そこでR.S. Peiglerらは，今回の結論を踏まえ，論文

と並行して，国際動物命名委員会に両学名の保存につい
て，第81条：強権発動plenary powerの処置申請をした．

ICZN Case 3638: Bull. zool. Nomenclature 70: 229-233, 
(12/2013). cf. Opinion 2027 (ICZN, 2003)
つまり，クワコとカイコの場合と同様に，野生種と家

畜種とで学名を使い分けるという提案である．ちなみに，
野生種 S. canningiは，インド北部から東南アジア一帯に
かけて生息する広域分布種である (分類学的には，まだ

再検討の余地があろう )．

なお，18世紀末頃の学名引用の混乱はさまざまな要
因があるようだが，ricini に関しては，インド・スリラ
ンカに産するヒトリガ科のBombyx ricini Fabricius, 1775 
(現在の属はPericalliaまたはOlepa) という類似名があっ
たことも一因だったようだ．

町島佳幸／ Y. Machijima

ウスバヒメミノガとその近縁種
Saigusa, T. & M. Sugimoto, 2014. Japanese species of the 
genus Proutia Tutt, 1899 (Lepidoptera: Psychidae). Zootaxa 
3869: 143-152.

属Proutia Tutt, 1899は小型のミノガ科の仲間である．
三枝・杉本 (2013，日本産蛾類標準図鑑 3)は，本属は
日本に数種が分布するが未整理であることを指摘しつ
つ，学名未決定の2種を図示している．本論文では日本
産のProutia属が扱われ，Proutia maculatella Saigusa & 
Sugimito ウスバヒメミノガと，Proutia nigra Saigusa & 
Sugimito (和名未定 ) の2新種が記載された．ウスバヒ
メミノガは標準図鑑で Proutia sp. 1 とされた種で，本
州と九州から記録され，九州の低地では3-4月に出現す
る．一方 P. nigra は現在のところ九州からのみ知られ， 5
月に出現する．両者では生息環境も異なっており，ウス
バヒメミノガは低地から山地までの主に草地，P. nigra
は低山地の照葉樹林およびスギ植林地である．なお，本
論文では，標準図鑑のProutia sp. 2 イノウエヒメミノガ
は扱われていない．今後研究が進展すれば，本種も含
め日本からさらに多くの種が記載あるいは記録される
であろう．また，Proutiaに近縁な属Bruandia Tutt, 1900
は，現在はボクトウガ科に置かれるBruandia Desmarest, 
1857の新参同名 (ホモニム ) であることを指摘し，置
換名として属Bruandellaを設立した．したがって，本
属に含まれる日本のヒメミノガの学名は Bruandella 
niphonica (Hori) となる．本論文はオープンアクセスで
ありZootaxaのウェブサイトからダウンロード可能であ
る．本抄録を書くにあたり，コメントをいただいた著者
の三枝豊平博士にあつく御礼申し上げる．

神保宇嗣／ U. Jinbo
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紹介／ New Books
大雪山昆虫誌
保田信紀，2014. 512pp.　北海道自然史研究会，札幌．

層雲峡博物館元館長で，本会会員でもある著者が，
1922～ 2013年に公表された大雪山 (高山帯以外の周
辺地域も含む ) の昆虫に関する膨大な文献 (総文献数
2,299) を収集・整理され，6,531種にのぼる昆虫の文献
目録を完成させた．収録した文献は主だった学会誌，同
好会誌，博物館報告だけにとどまらず，著者が環境調査
などのアドバイザーをされている関係で，環境調査や自
然保護調査の報告書など，一般には入手しにくい文献ま
で含まれている点も特徴である．
巻頭には主要な高山性昆虫のカラー写真や分布図，大

雪山の昆虫研究の小史，昆虫相の特徴の解説などもあり，

加えて付録のCD-ROMには本文のデータを収録してい
るほか，館長をされていた1981～ 2007年の層雲峡博物
館研究報告の全論文がPDFで収録されるなど，極めて
豊富な内容となっている．
収録された6,531種のうち最も記録種数の多いのは，

著者の専門である鞘翅目 (2,027種 ) だが，紹介者や本会
会員の調査報告も多い鱗翅目が2,024種 (うち蛾類1,915
種 ) と，ほぼ並んでいる．古い文献も多数収録されるた
め，いくつかの種では分割前の記録や誤同定などが含ま
れる点は避けられないが，過去の報告を当たる際に極め
て重宝なデータであり，大雪山の昆虫相を調べる上で必
須の資料になるものと思われる．昆虫文献を扱う札幌南
陽堂 (http://www.nanyodoshoten.com/) から6,000円で入
手可能．

楠　祐一／ Y. Kusunoki
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